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１．はじめに 

 近年，台風や集中豪雨による水害が多発している．山岳地帯においては土砂崩れにより家屋が倒壊し，人の

命を奪う例も少なくない．予測降雨に基づき，いつどれくらいの流量が任意の地点に到達するかを前もって解

析することができれば，ハザードマップを作成することができる．特に渓流における出水は急激に発生するも

のであり，前もって危険区域を判定することや，準リアルタイムに流出解析ができれば，防災に有効と考えら

れる．そこで本研究ではまず,システム構築の第一のステップとして予測降雨から任意の地点の集水域を自動

判定し，それによるハイドログラフを作成する簡易的なプログラムを開発した．今回は新湊川流域における

100m メッシュ（7×12km）の DEM を用いる． 

 

２．解析の流れ 

 解析の流れを図-1のフロチャートに示す． 

① 対象流域の仮想的氾濫解析 

まず、DEM を用いて流域全体に降雨が降ったケースを想

定し，仮想的に二次元の氾濫解析を行う．ここでは，各メッ

シュにおける落水方向を求めるため，粗度係数などのパラメ

ータは小さく，降雨量は大きめに設定し，一様連続降雨を与

えて解析を行う．この解析により対象流域の各メッシュにお

ける流下方向ベクトルを厳密に求めることができる． 

② 基準点の設定 

対象流域中のどこの地点を解析対象とするかを指定する．

これはマウス操作で画面上の地形に長方形を描く様に設定

する． 

③ 降雨の設定 

降雨の入力データとして，レーダ雨量計による予測降雨デ

ータを想定している．準リアルタイムのシステムを目標とし

ているので，レーダデータの入力をトリガーとして解析が繰

り返されるように工夫している．降雨の範囲は 1km メッシ

ュとし，降雨強度を指定する．降雨強度は 0，1，5，10，20，

30，50，80，100（mm/h）とする． 

④ 集水面積の判定 

①求めた流下ベクトルの追跡を行う．追跡途中の流速は，

近隣の 4 点の線形補間をよって求める．即ち，仮想的に各

メッシュにトレーサーを配置しそれらが流れに乗って流下するものとして，流跡線を求めていく．これに

より，仮想トレーサーが基準点に辿り着いた場合，その通過点のメッシュを集水域とする（図-2）．流下 
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図-1 解析の流れ 
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ベクトルの追跡は，これを降雨のある全メッ

シュ（DEM のメッシュ）から行い集水域面

積を求める．図-3 はサンプル降雨として対

象流域左下から右上に正方形の雨域が通り

すぎていく場合を解析したものである．左図

が降雨分布，右図の赤い長方形が集水域判定

対象範囲，水色が集水域を表している．上図

では広い範囲に雨が降っているため，集水面

積も広く一様に広がっている．しかし，下図

で時間経過に伴い雨域が右上へ来たときの

集水域を見てみると，一本の河道に沿った集

水域が得られていることがわかる． 
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図-2 流下ベクトルの追跡法 

⑤ 合成合理式による流出解析 

各時間における集水面積と降雨強度から

合成合理式(流出係数:0.8)を用いてハイドロ

グラフの作成を行う．前に説明したサンプル

降雨におけるハイドログラフを図-4に示す． 
 

３．おわりに 

渓流を対象とした流出解析プログラムを開発

した．今後はモデルの高精度化と共に，ダイナミ

ックハザードマップとして活用できるシステム

の構築を行っていきたい． 
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図-4 ハイドログラフ 
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